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第２回子ども議会が
開催されました
マニフェストの取組状況
を公表します
文化功労者の表彰
人権特集
市政ワイド
12月３日～９日は「障害者週間」です ほか

市政情報
熊谷市公共施設自動予約システムを
リニューアルします ほか

くらしの情報
催し・講習・募集・試験・スポーツ・相談

いきいき元気　みんなの健康
文化施設情報

フォトニュース
市報クイズ・おたよりパレット

くまがや東西南北

夢追い人・フレッシュクッキング
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みんなで止めよう温暖化

チーム・マイナス6％ 熊谷市役所 検 索

「第６回 オ・ドーレなおざね」
11月３日に国道17号を歩行者天国にして「第６回オ・ドーレなおざね」が行われ、各チームが日頃の練習の成果を存分に披露しました。

大和芋とブルーベリーのベイクドチーズケーキ
大和芋でふわっとしっとり

フードコーディネーター 岡田　史
し

織
お り

さん（妻沼）
『作ってあげたい彼ごはん』 http://shiori22.exblog.jp/

古紙配合率100％再生紙を
使用しています。環境にやさしい大豆油インキ 32

「市報くまがや」は、自治会を通してお届けします。また、市役所・行政センター・出張所・公民館・駅連絡所などでもお配りしています。インターネッ
トでも「市報くまがや」をご覧になれます。（URL）http://www.city.kumagaya.lg.jp/「市報くまがや」は毎月１日(原則)に発行します。

■人口 206,889人(＋62) 男103,634人(＋34) 女 103,255人(＋28) ■世帯 80,378世帯(＋32)
人口と世帯　●平成19年11月１日現在（対前月比）

市報くまがや　平成19年(2007)12月

夢
み
る
チ
カ
ラ

Ｓ
Ｈ
Ｉ
Ｏ
Ｒ
Ｉ
こ
と
、
岡
田
史
織
さ

ん
は
、
今
、
史
上
最
年
少
22
歳
で
料
理

本
を
出
版
し
た
フ
ー
ド
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー

タ
ー
と
し
て
注
目
を
浴
び
て
い
ま
す
。

お
会
い
し
て
み
る
と
、
飾
ら
な
い
そ
の

雰
囲
気
の
中
に
、
少
女
の
よ
う
な
繊
細

さ
を
持
つ
姿
と
、
し
っ
か
り
と
し
た
意

志
を
感
じ
さ
せ
る
強
い
瞳
が
印
象
的
で

し
た
。

「
私
は
、
ラ
ッ
キ
ー
ガ
ー
ル
で
も
な

く
、
も
と
も
と
す
ご
い
才
能
が
あ
っ
た

わ
け
で
も
な
い
ん
で
す
よ
。
た
だ
負
け

ず
嫌
い
で
…
」
と
言
い
な
が
ら
見
せ
て

く
れ
た
お
手
製
の
企
画
書
は
、
そ
の
情

熱
と
努
力
を
物
語
っ
て
い
ま
し
た
。

「
自
分
と
同
世
代
の
若
い
人
に
料
理
を

作
る
楽
し
さ
を
伝
え
た
い
」
と
若
さ
を

ア
ピ
ー
ル
し
て
出
版
社
を
回
っ
た
も
の

の
、
そ
の
若
さ
ゆ
え
に
は
ね
の
け
ら
れ

た
こ
と
も
多
か
っ
た
と
か
。
そ
れ
で
も

め
げ
ず
に
出
版
に
こ
ぎ
つ
け
た
原
動
力

を
伺
う
と
、
高
校
時
代
の
思
い
出
を
語

っ
て
く
れ
ま
し
た
。「
好
き
な
人
に
は

じ
め
て
お
弁
当
を
つ
く
っ
た
ら
、
そ
の

彼
が
、『
お
い
し
い
お
い
し
い
、
ま
た

食
べ
た
い
』
と
言
っ
て
く
れ
て
、
そ
れ

が
す
ご
く
う
れ
し
か
っ
た
ん
で
す
。
お

い
し
い
っ
て
言
っ
て
も
ら
え
た
だ
け

で
、
か
か
っ
た
手
間
ひ
ま
も
な
に
も
か

も
ふ
っ
と
ん
じ
ゃ
っ
て
、
楽
し
く
な
っ

て
、
料
理
す
る
こ
と
が
好
き
に
な
っ
た

ん
で
す
。
だ
か
ら
、
同
世
代
の
人
に
も
、

そ
の
サ
イ
ク
ル
を
経
験
し
て
も
ら
い
た

い
。
そ
の
『
う
れ
し
い
』
を
知
っ
て
も

ら
い
た
い
と
い
う
の
が
私
の
原
点
で
あ

り
原
動
力
で
す
ね
」

そ
れ
で
も
、
出
版
と
い
う
夢
に
向
か

っ
て
走
る
途
中
で
、
う
れ
し
涙
よ
り
く

や
し
涙
の
方
が
多
か
っ
た
と
い
う
。

「
苦
労
話
は
し
な
い
方
が
か
っ
こ
い
い

と
思
う
け
れ
ど
、
同
世
代
に
は
、
つ
ら

い
こ
と
も
苦
し
い
こ
と
も
あ
え
て
伝
え

た
い
で
す
。
夢
は
、
才
能
が
あ
る
か
ら

叶か
な

う
わ
け
で
は
な
く
て
、
無
我
夢
中
で

頑が
ん

張ば

る
こ
と
で
叶
う
ん
だ
っ
て
感
じ
て

ほ
し
い
か
ら
」

等
身
大
の
23
歳
。
う
れ
し
か
っ
た
こ

と
を
う
れ
し
か
っ
た
と
言
え
る
。
つ
ら

か
っ
た
こ
と
を
つ
ら
か
っ
た
と
言
え

る
。
夢
み
る
チ
カ
ラ
は
若
さ
に
あ
る
も

の
で
は
な
く
、
そ
ん
な
あ
り
の
ま
ま
の

自
分
の
純
粋
な
思
い
に
素
直
に
向
き
合

う
こ
と
で
生
ま
れ
る
の
で
は
な
い
か
と

感
じ
さ
せ
ら
れ
ま
し
た
。

SHIORISHIORISHIORISHIORISHIORISHIORISHIORISHIORISHIORISHIORISHIORISHIORISHIORISHIORISHIORISHIORISHIORI

眼の働きをよくするアントシアニン色素の効能が注目さ
れているブルーベリーは整腸作用も高い果実です。癖の少
ない大和芋との組み合わせで、不足しがちな食物繊維がお
いしく摂れます。 ◆健康づくり課　3048-528-0601

今月はSHIORIさんに「Oh！フレッシュクッキン
グ」のレシピを提供していただきました。

『一言アドバイス』

お手製の企画書を見せるSHIORIさん

【材　料】
・大和芋…… 50ｇ
・クリームチーズ…… 250ｇ
・砂糖…… 40ｇ
・ブルーベリージャム…… 大さじ2
・卵…… 1個
・生クリーム…… 100cc
・レモン汁…… 大さじ2
・薄力粉…… 30ｇ
・ビスケット…… 80ｇ
・バター…… 40ｇ
・飾り用生クリーム…… 適宜
・ラズベリー…… 適宜
・ブルーベリー…… 適宜　

【作り方】
①ボトムを作る。ビスケットは細かく砕き、レンジで加

熱し溶かしたバターと混ぜ、18cmのケーキ型に敷く。
★SHIORI'Sアドバイス：ラップをしいてコップの底

などでしっかり押し付けて。

②大和芋はすりおろす。薄力粉はふるっておく。室温
に戻したクリームチーズは、ボウルに入れなめらか
になるまで泡だて器で混ぜる。
★SHIORI'Sアドバイス：ここでしっかりなめらかに

しないとダマになってしまうのでよく混ぜて。
砂糖、ブルーベリージャム、卵、生クリーム、レモン
汁、薄力粉、大和芋を順に混ぜ、その都度よく混ぜ合
わせる。

③①に②を流し入れ、160度に予熱したオーブンで40～
45分焼く。粗

あら

熱
ねつ

をとって冷蔵庫で完全に冷ましたら型
からはずし泡立てた生クリーム、ラズベリー、ブルー
ベリーで飾り付けする。◆農業振興課　3内線442
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熊
谷
市
で
は
今
年
、
全
国

最
高
気
温
を
記
録
し
ま
し

た
が
、
地
球
温
暖
化
防
止
対
策

に
何
か
取
組
ん
で
い
ま
す
か
。

市
で
こ
れ
ま
で
取
組
ん
で
き

た
温
暖
化
防
止
対
策
は
、
電
気

や
ガ
ス
、
自
動
車
燃
料
等
の
削
減
、

天
然
ガ
ス
自
動
車
の
導
入
、
ク
ー
ル

ビ
ズ
や
ウ
ォ
ー
ム
ビ
ズ
、
ノ
ー
カ
ー

デ
ー
の
実
施
な
ど
で
す
。
そ
し
て
、

今
年
度
は
、「
あ
つ
い
ぞ
！
熊
谷
温

暖
化
対
策
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
と
銘
う

っ
て
、
①
太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム
を

２
か
所
の
学
校
屋
内
運
動
場
へ
設

置
、
②
全
て
の
小
学
校
に
太
陽
光
発

電
照
明
灯
を
設
置
、
③
太
陽
光
発
電

シ
ス
テ
ム
を
設
置
す
る
家
庭
に
導
入

費
用
の
一
部
を
補
助
、
④
天
然
ガ
ス

自
動
車
６
台
を
市
役
所
に
導
入
、
⑤

市
内
の
小
学
６
年
生
全
員
が
、
家
族

と
い
っ
し
ょ
に
省
エ
ネ
対
策
を
実
践

す
る
「
キ
ッ
ズ
I
S
O
」
な
ど
に
取

組
ん
で
い
ま
す
。

市
民
が
参
加
で
き
る
植
樹

イ
ベ
ン
ト
を
い
ろ
い
ろ
な

場
所
で
定
期
的
に
行
う
の
は
ど

う
で
す
か
。

昨
年
７
月
に
、
熊
谷
ス
ポ
ー
ツ

文
化
公
園
に
、「
ふ
る
さ
と
の

森
づ
く
り
１
万
本
の
植
樹
イ
ベ
ン

ト
」
が
行
わ
れ
、
今
年
は
「
育
樹
祭
」

と
し
て
、
そ
の
手
入
れ
が
、
多
く
の

皆
さ
ん
の
参
加
の
も
と
に
実
施
さ
れ

ま
し
た
。
緑
を
つ
く
り
育
て
る
こ
と

の
大
切
さ
を
、
私
た
ち
一
人
ひ
と
り

が
理
解
し
、
活
動
す
る
こ
と
は
、
大

変
意
義
あ
る
こ
と
と
思
い
ま
す
。
植

樹
イ
ベ
ン
ト
は
、
そ
の
活
動
を
長
く

続
け
る
た
め
の
組
織
づ
く
り
や
、
場

所
の
選
定
等
の
課
題
は
あ
る
も
の

の
、
確
実
に
緑
を
増
や
す
こ
と
が
で

き
、
地
球
温
暖
化
や
ヒ
ー
ト
ア
イ
ラ

ン
ド
現
象
に
対
し
て
も
、
有
効
な
手

段
で
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
の
で
、

皆
さ
ん
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま

す
。

旧
熊
谷
市
の
給
食
も
各

学
校
で
特
色
あ
る
お
い
し

い
給
食
を
作
っ
て
も
ら
え
た
ら

な
と
思
う
の
で
す
が
い
か
が
で

す
か
。

現
在
、
熊
谷
市
の
学
校
給
食
は
、

熊
谷
地
区
と
江
南
地
区
が
セ
ン

タ
ー
方
式
で
、
大
里
地
区
と
妻
沼
地

区
は
自
校
方
式
で
運
営
さ
れ
て
い
ま

す
。
熊
谷
給
食
セ
ン
タ
ー
で
は
、
献

立
の
工
夫
や
地
元
の
新
鮮
な
食
材
を

取
り
入
れ
る
こ
と
な
ど
に
よ
り
、
安

全
で
特
色
の
あ
る
お
い
し
い
給
食
を

提
供
で
き
る
よ
う
に
努
め
て
い
ま

す
。
ま
た
、
セ
ン
タ
ー
方
式
の
各
学

校
に
調
理
施
設
を
建
設
す
る
に
は
多

額
の
費
用
が
必
要
と
な
り
ま
す
。
し

た
が
っ
て
、
現
在
の
熊
谷
給
食
セ
ン

タ
ー
を
最
大
限
に
活
用
し
な
が
ら
、

将
来
の
給
食
施
設
は
ど
う
あ
る
べ
き

か
を
、
時
間
を
か
け
、
自
校
給
食
も

含
め
て
様
々
な
角
度
か
ら
、
検
討
し

て
い
く
こ
と
が
大
事
で
あ
る
と
考
え

て
い
ま
す
。

ニ
ュ
ー
ス
で
授
業
数
を

一
割
増
や
す
と
い
う
計
画

を
聞
き
ま
し
た
が
、
熊
谷
市
で

は
ど
の
よ
う
に
授
業
数
を
確
保

す
る
つ
も
り
で
す
か
。

授
業
時
間
数
を
増
や
そ
う
と
し

て
い
る
の
は
、
学
校
に
お
い
て

「
生
き
る
力
」
の
育
成
を
さ
ら
に
充
実

さ
せ
る
た
め
で
す
。
つ
ま
り
、
基
礎

的
な
知
識
、
技
能
に
加
え
て
、
こ
れ

ら
を
活
用
す
る
力
を
更
に
伸
ば
す
た

め
で
す
。
熊
谷
市
の
小
中
学
校
で
は
、

現
在
、
二
学
期
制
を
実
施
す
る
こ
と

に
よ
っ
て
、
全
て
の
学
校
が
、
国
が

決
め
て
い
る
授
業
時
間
数
を
大
き
く

上
回
っ
て
い
ま
す
。
授
業
時
間
数
が

一
割
増
え
た
場
合
で
も
、
い
ろ
い
ろ

な
工
夫
を
加
え
る
こ
と
で
、
十
分
に

対
応
で
き
る
も
の
と
考
え
て
い
ま
す
。

こ
の
ほ
か
に
も
貴
重
な
ご
意
見
を
い
た

だ
き
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
の
市
政
運
営

の
参
考
に
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

な
お
、
詳
細
に
つ
い
て
は
、
市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。

熊
谷
市
で
は
、「
あ
つ
い

い
ぞ
！
熊
谷
」
を
キ
ャ
ッ

チ
フ
レ
ー
ズ
に
事
業
を
行
っ
て

い
ま
す
が
、
そ
の
目
的
は
な
ん

で
す
か
。
ま
た
、
そ
の
効
果
は

出
て
い
ま
す
か
。

「
あ
つ
い
ぞ
！
熊
谷
」
は
、
熊
谷

の
夏
の
暑
さ
が
話
題
と
な
る
こ

と
を
活
用
し
て
、
熊
谷
の
ま
ち
の
良

い
と
こ
ろ
や
名
物
、
熊
谷
に
住
む
人

た
ち
の
熱
く
燃
え
る
心
意
気
を
全
国

に
発
信
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い

ま
す
。「
あ
つ
い
ぞ
！
熊
谷
」
に
関
係

す
る
イ
ベ
ン
ト
や
特
産
品
づ
く
り
、

ま
た
、
か
き
氷
「
雪
く
ま
」
も
好
評

で
、
こ
の
事
業
に
協
力
し
た
お
店
や

会
場
が
多
く
の
人
た
ち
で
に
ぎ
わ
い
、

熊
谷
の
ま
ち
の
元
気
な
様
子
が
全
国

に
報
道
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
旅
行
先
や
各
地
の
大
会
で

熊
谷
を
宣
伝
す
る
「
Ｐ
Ｒ
キ
ャ
ラ
バ
ン

隊
」
や
「
Ｕ-

18
少
年
熱
中
大
使
」
の

事
業
を
通
じ
て
、
多
く
の
市
民
の
皆
さ

ん
が
、
自
分
た
ち
の
住
む
熊
谷
へ
の
関

心
を
高
め
、
誇
り
を
持
っ
て
Ｐ
Ｒ
し
て

く
れ
た
こ
と
も
大
き
な
成
果
で
す
。

災
害
時
に
は
学
校
が
避

難
場
所
に
指
定
さ
れ
て
い

ま
す
。
実
際
何
人
の
避
難
生
活

を
想
定
し
て
い
ま
す
か
。
飲
料

水
、
食
料
、
医
療
な
ど
は
ど
の

程
度
整
っ
て
い
ま
す
か
。

現
在
作
成
中
の
「
熊
谷
市
地
域

防
災
計
画
」
で
は
、
深
谷
断
層

で
地
震
が
発
生
し
た
場
合
と
し
て
最

大
３
７，
０
０
０
人
の
避
難
者
を
想

定
し
て
い
ま
す
。
飲
料
水
は
市
内
16

か
所
の
浄
水
場
、
配
水
場
に
水
道
水

を
備
蓄
し
、
非
常
用
の
地
下
水
を
汲く

み
上
げ
る
設
備
も
あ
り
ま
す
。
広
域

的
な
給
水
車
の
応
援
体
制
も
整
え
ら

れ
て
い
ま
す
。
食
料
は
、
市
役
所
、

各
行
政
セ
ン
タ
ー
な
ど
市
内
９
か
所

の
倉
庫
に
４
３，
７
０
０
食
を
備
蓄

し
、
埼
玉
県
で
備
蓄
し
て
い
る
食
料

や
生
活
物
資
と
併
せ
て
供
給
で
き
ま

す
。
民
間
事
業
者
か
ら
速
や
か
な
支

援
が
受
け
ら
れ
る
協
定
を
結
ぶ
こ
と

も
進
め
て
い
ま
す
。
ま
た
、
災
害
用

医
薬
品
を
市
内
の
４
つ
の
病
院
に
備

蓄
し
、
多
数
の
負
傷
者
が
発
生
し
た

場
合
は
県
内
外
の
医
療
機
関
に
協
力

を
求
め
、
重
傷
者
は
埼
玉
県
の
ヘ
リ

コ
プ
タ
ー
が
専
門
病
院
に
搬
送
す
る

こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。
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第２回 子ども議会

第２回 子ども議会が開催されました

第
２
回
子
ど
も
議
会
議
員
名
簿

(

敬
称
略)

第２回 子ども議会

学
校
名

議
員
氏
名

荒
川
中
学
校

富
士
見
中
学
校

大
原
中
学
校

熊
谷
東
中
学
校

玉
井
中
学
校

大
麻
生
中
学
校

中
条
中
学
校

吉
岡
中
学
校

別
府
中
学
校

三
尻
中
学
校

奈
良
中
学
校

大
原
中
学
校

大
里
中
学
校

妻
沼
東
中
学
校

妻
沼
西
中
学
校

小
島
中
学
校

江
南
中
学
校

堀
内
　
愛
里

森
實
　
　
円

浅
沼
　
真
人

寺
田
　
桃
子

岡
田
耶
万
葉

三
島
　
圭
将

黒
澤
　
　
翼

瀬
谷
　
　
萌
○

高
田
　
啓
人
◎

三
木
加
奈
子

杉
山
　
侑
也

高
橋
　
由
佳

江
森
　
鳴
海

廣
山
　
健
太

河
内
　
愛
美

松
葉
　
駿
介

今
井
　
香
歩

原
　
　
直
樹

栗
原
　
美
咲

星
野
　
浩
慶

掛
川
　
沙
葵

滝
澤
　
大
地

小
島
　
佑
太

戸
島
　
旬
菜

小
野
澤
　
瞳

中
井
　
　
亨

蝦
名
　
俊
祐

小
林
　
美
咲

岩
上
　
大
真

坂
上
　
愛
実

篠
木
　
崇
史

長
島
　
美
香

井
上
　
純
一

関
根
　
彰
子

◎
印=

議
長
、
○
印=

副
議
長

10月20日、熊谷市議会本会議場で、市内の17の中学校から代表として選ばれた男女１人ずつ、計
34人が参加して、第２回子ども議会が開催されました。会議は一般質問形式で行われ、普段感じて
いること、疑問に思っていることについて、どの議員も堂々とした態度で質問を行い、市長はじめ、
教育長、担当部長が答弁を行いました。この子ども議会は、次代を担う子どもたちに議会や市政に
ついて知ってもらい、また日ごろの子どもたちの目を通した率直な意見を市政に生かすために行わ
れたものです。 ◆広報広聴課　3内線206

A

演壇で質問をする

挙手をして質問に臨む 真剣に答弁のメモをとる

答弁を行う富岡市長

議場の風景

富
岡
市
長(

前
列
中
央
左)

、
松
本
市
議
会
議
長(

前
列
中
央
右)

と
子
ど
も
議
員

・普段味わえないような雰囲気、緊張感が体験できました。
・はじめに市長が全般的に答弁し、その後、担当の方から細かく答弁する

方法はわかりやすかった。
・普段はあまり考えなかった熊谷について良いところ、改善してほしいと

ころを考えるとてもよい機会になった。
・私たちの質問が一つでも多く実現されると良いと思いました。
・メモがとりやすいように答弁するスピードをもっとゆっくりにして欲し

かった。

子ども議員の感想 子ども議会を終えて
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マ
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フ
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ス
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〜
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表
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ま
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〜
進
ち
ょ
く
率
93
％
、
自
己
評
価
は
81
点
！
〜

マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
の
取
組
状
況
を
公
表
し
ま
す

〜
進
ち
ょ
く
率
93
％
、
自
己
評
価
は
81
点
！
〜

マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
の
取
組
状
況
を
公
表
し
ま
す

〜
進
ち
ょ
く
率
93
％
、
自
己
評
価
は
81
点
！
〜

市
長
の
政
策
提
言(

マ
ニ
フ
ェ
ス
ト)

に
つ
い
て
、
就
任
二
年
目
の
取
組

状
況
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。
な
お
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
も
掲
載
し
ま

し
た
の
で
ご
覧
く
だ
さ
い
。

◆
企
画
課
　
3
内
線
２
１
５

【
概
要
】

84
項
目
の
政
策
提
言
の
達
成
度

を
、
実
績
値
や
取
組
状
況
を
踏
ま

え
て
「
順
調
」(

３
点
）、「
お
お
む

ね
順
調
」（
２
点
）、「
実
施
に
向
け

準
備
中
」（
１
点
）、「
遅
れ
て
い
る
」

（
０
点
）
の
４
段
階
で
評
価
し
ま

し
た
。

一
年
目
は
、
進
ち
ょ
く
率
79
％
、

自
己
評
価
70
点
で
し
た
。

二
年
目
の
評
価
は
、
実
施
時
期

を
「
４
年
以
内
」
と
し
た
提
言
を

除
い
た
81
項
目
の
提
言
で
は
、

「
順
調
」、「
お
お
む
ね
順
調
」
に
推

移
し
て
い
る
も
の
は
75
項
目
あ

り
、
進
ち
ょ
く
率
で
は
93
％
に
な

り
ま
す
。
81
項
目
の
提
言
の
達
成

度
を
点
数
で
表
す
と
２
４
３
点
満

点
中
１
９
７
点(

１
０
０
点
満
点

に
直
し
た
自
己
評
価
＝
81
点)

に

な
り
ま
す
。

政
策
提
言
全
体
で
は
、「
順
調
」、

「
お
お
む
ね
順
調
」
に
推
移
し
て
い

る
も
の
は
77
項
目
あ
り
、
進
ち
ょ

く
率
で
は
92
％
に
な
り
ま
す
。
84

項
目
す
べ
て
の
提
言
の
達
成
度
を

点
数
で
表
す
と
２
５
２
点
満
点
中

２
０
２
点(
１
０
０
点
満
点
に
直
し

た
自
己
評
価
＝
80
点)

に
な
り
ま
す
。

【
こ
の
１
年
の
主
な
成
果
】子

育
て
環

境
の
充
実
を

目
指
し
て
、

玉
井
小
学
校

お
よ
び
太
田

小
学
校
の
余

裕
教
室
を
利

用
し
、
新
た

に
２
か
所
の
児
童
ク

ラ
ブ
を
開
設
し
ま
し

た
。
こ
れ
に
よ
り
、

公
立
児
童
ク
ラ
ブ
の

定
員
は
１，
１
６
５

人
と
な
り
ま
し
た
。

ま
た
、
学
校
図
書
館

を
充
実
す
る
た
め
、

夏
の
暑
さ
の
中
で
も

快
適
に
本
に
親
し
め

る
よ
う
、
全
小
・
中

学
校
図
書
館
に
エ
ア

コ
ン
を
設
置
す
る
と

と
も
に
図
書
館
補
助

員
を
配
置
し
ま
し

た
。

自
主
防
災

組
織
の
数
は
、

昨
年
10
月
の

51
組
織
か
ら
、

本
年
10
月
に

は
１
０
０
組

織
と
倍
増
し
、

各
組
織
で
は
、
防
災
訓
練
を
実
施

し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
地
域
ぐ
る

み
の
防
犯
対
策
を
支
援
す
る
た

め
、
警
察
と
連
携
し
、
地
域
ぐ
る

新
た
に
市
民
活
動
に
参
加
し
た

い
方
や
実
施
し
た
い
方
に
対
す
る

き
っ
か
け
づ
く
り
と
し
て
、
団
塊

の
世
代
を
は
じ
め
N
P
O
法
人
等

市
民
活
動
団
体
の
設
立
支
援
や
、

は
じ
め
の
一
歩
助
成
事
業
を
実
施

し
ま
し
た
。
ま
た
、
市
政
運
営
の

基
本
方
針
や
、
市
民
と
協
働
で
ま

ち
づ
く
り
を
進
め
る
た
め
の
ル
ー

ル
で
あ
る
熊
谷
市
自
治
基
本
条
例

を
制
定
し
ま
し
た
。
さ
ら
に
、
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
な
ど
の
活
動
拠
点
の

確
保
を
目
指
し
て
、
市
民
活
動
支

援
セ
ン
タ
ー
を
平
成
20
年
３
月
に

み
の
自
主
防
犯
組
織
の
立
ち
上
げ

お
よ
び
そ
の
活
動
を
支
援
し
た
結

果
、
自
主
防
犯
組
織
数
は
増
え
、

本
年
９
月
末
に
は
、
２
４
５
団
体

と
な
っ
て
い
ま
す
。

子
育
て
環
境
・
教
育
環
境

を
充
実
し
ま
す

安
心
な
ま
ち
・
安
全
な

ま
ち
を
創
り
ま
す

1

2

す
べ
て
の
人
が
協
働
し
て

参
画
す
る
社
会
を
創
り
ま
す

3

開
設
す
る
準
備
を
進
め
て
い
ま

す
。昨

年
７
月
の
「
ス
ポ
ー
ツ
熱
中

都
市
宣
言
」
の
具
現
化
と
し
て
、

全
国
大
会
や
県
大
会
に
出
場
し
た

子
ど
も
た
ち
に
「
あ
つ
い
ぞ
！
熊

谷
」
オ
リ
ジ
ナ
ル
Ｔ
シ
ャ
ツ
を
配

布
し
、
熊
谷
市
の
Ｐ
Ｒ
の
一
役
を

担
っ
て
い
た
だ
く
と
と
も
に
、
熊

谷
さ
く
ら
マ
ラ
ソ
ン
大
会
を
は
じ

め
各
種
ス
ポ
ー
ツ
教
室
等
を
実
施

し
、
市
民
が
ス
ポ
ー
ツ
に
親
し
む

機
会
の
充
実
を
図
り
ま
し
た
。
ま

た
、
発
達
障
害
児
に
対
す
る
支
援

体
制
の
整
備
を
図
り
、
事
後
指
導

(

フ
ォ
ロ
ー)

事
業
を
現
在
２
か
所

で
実
施
し
て
い
ま
す
。
今
後
さ
ら

に
個
別
指
導
を
充
実
し
て
い
く
予

定
で
す
。

地
球

温
暖
化

防
止
や

熊
谷
市

の
夏
の

暑
さ
対

策
の
た

め
、
昨

年
か
ら
、

中
央
公
民
館
と
市
営
本
町
駐
車
場

の
壁
面
緑
化
に
取
組
み
、
本
年
新

た
に
１
か
所
、
勤
労
青
少
年
ホ
ー

ム
に
壁
面
緑
化
を
施
工
し
ま
し

た
。
ま
た
、
全
小
学
校
30
校
に
太

陽
光
発
電
照
明
灯
を
１
基
ず
つ
設

置
す
る
と
と
も
に
、
住
宅
用
太
陽

光
発
電
シ
ス
テ
ム
を
新
た
に
設
置

す
る
市
民
に
対
し
て
補
助
制
度
を

創
設
し
ま
し
た
。
さ
ら
に
、
現
在

進
め
て
い
る
小
・
中
学
校
２
校
の

屋
内
運
動
場
の
改
築
に
伴
い
、
太

陽
光
発
電
設
備
を
設
置
し
ま
す
。

地
産

地
消
の

推
進
の

た
め
、

小
・
中

学
校
の

米
飯
給

食
は
１

０
０
％
熊
谷
産
、
そ
の
他
の
食
材

で
は
、
地
場
農
産
物
27
品
目
を
使

っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
企
業
立
地

を
促
進
す
る
た
め
の
産
業
立
地
促

進
条
例
に
よ
り
、
市
内
へ
の
企
業

立
地
が
進
ん
で
い
ま
す
。

Ｊ
Ｒ
籠
原
駅
に
エ
レ
ベ
ー
タ
を

設
置
す
る
工
事
を
実
施
し
て
い
ま

す
。
ま
た
、
平
成
19
年
度
お
よ
び

20
年
度
の
２
か
年
で
「
熊
谷
市
景

観
計
画
」
を
策
定
し
ま
す
。

客
観
的
な
人
事
管
理
制
度
を
推

進
す
る
た
め
に
、
課
長
職
昇
任
試

験
を
実
施
す
る
と
と
も
に
昇
任
試

験
お
よ
び
採
用
試
験
の
面
接
委
員

に
民
間
知
識
経
験
者
を
活
用
し
て

い
ま
す
。
ま
た
５
月
か
ら
、
市
県

民
税(
普
通
徴
収)

、
固
定
資
産

税
・
都
市
計
画
税
、
軽
自
動
車
税
、

国
民
健
康
保
険
税
の
４
税
目
に
つ

い
て
、
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア

で
の
納
付
が
で
き
る
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。

太田児童クラブ開設

自主防災組織の訓練の様子

給食風景

健
康
・
福
祉
の
ま
ち
を

創
り
ま
す

4

環
境
を
大
切
に
す
る
ま
ち

を
創
り
ま
す

5

ブ
ラ
ン
ド
力
の
あ
る
元
気

な
産
業
を
育
て
ま
す

6

自
立
し
た
地
方
自
治
の
た

め
行
政
改
革
を
進
め
ま
す

8
生
活
し
や
す
い
都
市
機
能
の

充
実
し
た
ま
ち
に
育
て
ま
す

7

順調51％おおむね
順調
42％

実施に向け
準備中
　7％

「４年以内」とした提
言を除いた政策提言の
進ちょく率

順調49％おおむね
順調
43％

実施に向け準備中
8％

政策提言全体の進ちょく率

学童クラブの充実
子育て支援優良企業への応援
虐待から児童を守る組織の設置
入院費補助を中学校卒業まで延長
ブックスタート事業の実施
幼稚園と保育所の一体化促進
小・中学校の不登校を４割減
学力向上対策の推進
小・中学校へ扇風機等の設置
小・中学校施設の整備・改造
学校図書館および図書館補助員の充実
立正大学等との連携強化　　　　　　　　　　　　　　　　　
新熊谷市を語れる講師の養成
公民館活動充実への支援　　　　　　　　　　　　　　　　　
不妊治療支援　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
学校給食の自校方式について２年以内に結論
生涯学習センター建設のための構想策定

★★★
★★★
★★★
★★★
★★★
★★★
★★★
★★
★★★
★★
★★★
★★★
★★★
★★
★★★
★★
★

1 子育て環境・教育環境を充実します

2 安心なまち・安全なまちを創ります

3 すべての人が協働して参画する社会を創ります

雇用の男女平等推進とＤＶ対策の強化　　　　　　　　　　
ＮＰＯ法人、地域ボランティアの倍増　　　　　　　　　　
各種審議会における公募委員の義務付け
各種審議会の女性委員を平成20年度までに30％以上に
高齢者の知識を活かす仕組みづくり
まちづくり基本条例の制定
パートナーシップ・マニュアルの策定　　　　　　　　　　
協働事業提案制度の創設　　　　　　　　　　　　　　　　
パブリックコメントの義務付け
ボランティア活動拠点の確保
新市早期一体感醸成のための自主事業支援

★★★
★★
★★★
★★
★★
★★★
★
★
★★★
★★★
★★★

い

自主防災組織の拡充

地域ぐるみの防犯対策への支援

悪質な訪問販売等からの高齢者保護

多様な防災情報伝達手段の充実

ＪＲ熊谷駅周辺に防犯拠点の設置　　　　　　　　

防犯灯の整備促進

個人情報保護のための認証規格の取得　　　　　　　　　

即時対応型防犯ネットワークの構築

★★

★★★

★★

★★

★★★

★★

★★

★★

基本検診、人間ドックの支援拡充　　　　　　

スポーツ熱中宣言都市の推進　　　　　　　　

介護予防施策のメニューづくり　　　　　　　

高齢者虐待防止ネットワークシステムの構築

(仮称)障害者計画の策定

全身性障害者介助人派遣事業の実施

発達障害児に対する支援体制の整備

★★★

★★★

★★★

★★★

★★★

★★★

★★

5 環境を大切にするまちを創ります

こども環境教育の拡充

アスベスト対策の緊急実施

屋上緑化・壁面緑化の推進

太陽光発電システムの導入と風力発電の研究

天然ガス車の導入

循環型社会形成推進地域計画の策定

たばこの路上喫煙・ポイ捨て禁止条例の制定

★★★

★★★

★★

★★★

★★★

★★★

★★★

6 ブランド力のある元気な産業を育てます

地産地消の推進

グライダーフェスタの拡大

熊谷ブランドの創造と全国展開　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

インターネット上に「熊谷“食の安全安心”市場」開設支援

個性ある商店街、個店づくりを促進

トライアル発注制度の新設

企業立地を促進するための産業振興条例の制定　　　　　　　　　　　　　

のんびり熊谷、ゆったり観光を推進

★★

★★

★★

★

★★

★★

★★★

★★

7 生活しやすい都市機能の充実したまちに育てます

テクノグリーンセンターの整備
ＪＲ籠原駅周辺施設整備
都市計画道路の早期供用開始
生活道路の整備
幹線第３号の整備　　
安心でおいしい水の安定供給
田園地区のまちづくりの推進
JR籠原駅にエレベータの設置
旧市町の動脈となる道路網整備
総合的な景観形成計画の策定および実施
蚕業試験場跡地を公園等に整備
「彩の国創造の森プラン」地域の幹線道路整備

★
★★
★★
★★
★★
★★★
★★
★★
★★
★★
★★
★★

8 自立した地方自治のため行政改革を進めます

新ハートフル・ミーティングの実施　　　　　　　　　　　　
４年間で20億円の人件費の削減
総合振興計画の策定　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
市長交際費の常時公開
４年間で市有施設の20か所以上を民間管理等へ
重複施設の見直しと徹底活用
市民満足度調査の実施
入札適正化委員会を設置
電子入札の導入　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
客観的な人事管理制度を推進
コンビニで市税納付可能に

★★★
★★
★★
★★★
★★
★
★★★
★★★
★★★
★★★
★★★

《凡　例》
★★★
★★
★

…「順調」
「おおむね順調」
「実施に向け準備中」

…「事業を拡充・強化します」

…「事業を継続します」

…「すぐにはじめます」

…「１年以内にはじめます」

…「２年以内にはじめます」

……
………

市報くまがや　平成19年(2007)12月 ４

4 健康・福祉のまちを創ります

「あついぞ！熊谷」オリジナルTシャツ

勤労青少年ホームの壁面緑化
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昨
年
は
進
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ょ
く
率
79
％

自
己
評
価
70
点



文化功労者の表彰文化功労者の表彰文化功労者の表彰文化功労者の表彰文化功労者の表彰文化功労者の表彰文化功労者の表彰文化功労者の表彰文化功労者の表彰文化功労者の表彰文化功労者の表彰文化功労者の表彰文化功労者の表彰文化功労者の表彰文化功労者の表彰文化功労者の表彰文化功労者の表彰文化功労者の表彰
熊谷市教育委員会表彰規程に基づき、熊谷市文化功労者の表彰式が大里生涯学習センター「あすねっと」

で行われました。文化功労者は、神沼廣司氏、出口喜平氏、矢野美登里氏です。また、教育関係職員74人も
表彰されました。 ◆社会教育課　3内線389

神
か

沼
ぬ ま

廣
ひ ろ

司
し

氏
(73歳) 星川

出
で

口
ぐ ち

喜
き

平
へ い

氏
(81歳) 弥藤吾

矢
や

野
の

美
み

登
ど

里
り

氏
(本名：志村すみ) 
(77歳) 柿沼
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12
月
10
日
は
「
人
権
デ
ー
」、
12
月
４
日
〜
10
日
は
、「
人
権
週
間
」
で
す
。

12
月
４
日
〜
10
日
は
、「
人
権
尊
重
社
会
を
め
ざ
す
県
民
運
動
強
調
週
間
」
で
す
。

12
月
10
日
〜
16
日
は
「
北
朝
鮮
人
権
侵
害
問
題
啓
発
週
間
」
で
す
。
啓
発
週
間
を
機
に
拉ら
致ち
問
題
に
対
す
る
関
心
を
一
層
高
め
て
い
た
だ
く
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

10
月
20
日
、
第
５
回
大
里
郡
市
人
権
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
が
、

深
谷
市
花
園
文
化
会
館
「
ア
ド
ニ
ス
」
で
開
催
さ
れ
、
各
市
町

の
小
学
校
５
・
６
年
生
の
特
選
作
品(

ポ
ス
タ
ー
・
標
語)

の
表
彰

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

そ
の
中
の
本
市
小
学
生
の
特
選
作
品
を
紹
介
し
ま
す
。

認め合おう　人の数だけある個性

まちを愛し、地域を愛し、人を愛する心をめざして

人
　
権
　
標
　
語

人
　
権
　
ポ
　
ス
　
タ
　
ー

ハートフルセミナー（人権問題指導者養成講座）

大麻生小学校　５年　植
うえ

木
き

俊
とし

宏
ひろ

さん

さしのべよう　心に届く　やさしい手 玉井小学校　５年　富
とみ

田
た

真
まさ

人
と

さん

差別をね　やめる心と　とめる勇気 吉見小学校　５年　青
あお

木
き

拓
たく

海
み

さん

さしのべた　あなたの手のひら　勇気のあかし 長井小学校　５年　須
す

田
だ

晴
はる

香
か

さん

そのいじめ　あなた自分に　できますか 妻沼南小学校　５年　橋
はし

本
もと

拓
たく

哉
や

さん

人権ポスター・標語作品展 とき　12月３日(月)～７日(金)
ところ　市役所１階ホール南

ところ　熊谷文化創造館さくらめいと 月のホール
申込み　電話で人権政策課または社会教育課へ。

とき　12月８日（土）
ところ　浦和コミュニティセンター(多目的

ホール)
内容
・第１部　13時～14時30分

平成19年度全国中学生人権作文コンテス
ト埼玉県大会表彰式

・第２部　14時50分～16時30分
講演会　講師　中村メイコ氏

演題「私の生き方」
定員　先着300人
入場料　無料
申込み　当日会場で受付け
◆さいたま地方法務局人権擁護課

3048-863-2211

◆人権政策課　3内線356 ◆社会教育課　3内線388

第59回人権週間行事

と　　き テ　ー　マ 講師およびオープニングアトラクション

平成20年１/16(水)
13：30～15：30

同和問題「一人ひとりの人権を尊重するた

めに－同和問題をもとに考える－」
横島 章氏(宇都宮大学名誉教授)
＊オープニング　一箏会（琴の演奏）

１/23(水)
13：30～15：30

女性の人権「自分らしさを輝きにするため

に－美しく生きる－」

原田壽子氏(立正大学社会福祉学部教授)
＊オープニング　ハートフルミュージック

(ヴィオリラの演奏)

１/30(水)
13：30～15：30

子どもの人権「子どもの人権について－大人

と子どものコミュニケーションの観点から－

澤崎俊之氏(埼玉大学教育学部教授)
＊オープニング　ゼンガークライス

(コーラス)

氏は、昭和27年に18歳の若さ
で熊谷市卓球連盟の理事に就任
し、埼玉国体の選手育成のため
市内の中学校で技術指導を行う
など、卓球の普及振興に貢献し
ました。

昭和48年には、熊谷市体育指
導委員に選任されるとともに、
熊谷市商店街ソフトボール連
盟、ママさん卓球連盟を設立し、
本市にスポーツ愛好の輪を広
げ、コミュニティづくりに大き
く寄与しました。

昭和61年には、個々に活動し
ていた熊谷市商店街ソフトボー
ル連盟、現代舞踊、ママさん卓
球連盟、民踊、ソシアルダンス、
ラジオ体操、ゲートボール等の
団体を全市的にレクリエーショ
ン協会としてまとめ上げ、自ら
会長に就任し、11部門81団体、
約1,800名の会員が所属をする一
大組織に育て上げました。とり
わけ、氏が平成８年に設立した

「熊谷市ターゲットバードゴル
フ協会」には、700名を超える
会員を擁するまでに情熱を傾け
るなど、市民参加型の生涯スポ
ーツ、レクリエーションの普及
振興に惜しみない力を発揮して
います。

さらには、ボーイスカウト活
動や青少年相談員活動等を実践
し、青少年健全育成活動において
も多大なる功績を残しています。

このように、多くの市民に生
きがいを与えるとともに、市民
の健康づくり、地域におけるコ
ミュニティづくりに大きく貢献
した功績は誠に顕著でありま
す。

氏は、東京美術学校油画科にお
いて、梅原龍三郎・安井曽太郎に
師事し、画業を研鑚しました。

卒業後は、昭和26年より埼玉
県立熊谷高等学校で、その後は、
立正大学、埼玉県立妻沼高等学
校において美術教育に尽力しま
した。

昭和34年からは、都内を中心
に個展を開催し、今年度で25回
を数えます。

昭和51年にはパリのグラン・
ショミエル美術学校にて制作を
行い、翌年の昭和52年に一期会
展に出品すると、その芸術性が
認められ、会員に推挙されまし
た。以降、昭和53年に東京都知
事賞、昭和56年に内閣総理大臣
賞を受賞し、昭和62年から６年
間にわたり一期会の理事長を務
めるなど、中央画壇においても
活躍しています。

また、旧妻沼町において、絵
画団体・青美会の設立に寄与す
る一方、自ら持てる美術の感性
を通じて、芸術を愛する多くの
地域の人々を指導育成し、美術
の発展に貢献しました。

さらに、旧町での活動は、絵
画の分野に留まらず、ショパン
国際ピアノ・コンクールin ASIA
の審査員を務める河合優子氏を
招き、「第九を歌う会」などの音
楽会の開催に尽力するほか、社
会教育委員、文化連合会長、文
化祭実行委員長を歴任し、展示
館建設にも奔走するなど、幅広
い分野で活動し、精力的に文化
振興に努めました。

このように、本市の芸術文化
の振興・充実に大きく貢献した
功績は誠に顕著であります。

氏は、４歳から日本舞踊、16
歳からはクラシックバレエを修
め、埼玉県立熊谷高等女学校卒
業後すぐに貝谷八百子バレエ研
究所に入所し、翌年からは団員
となるや、10年間にわたり、中
心的バレリーナとして国内各地
の舞台で活躍しました。

昭和32年、本市に矢野美登里
バレエ研究会を設立すると、昭
和44年には上尾教室を開設、さ
らに読売日本テレビ文化センタ
ー浦和においてバレエ講師に就
任し、現在も継続して指導をし
ています。

昭和45年、「ヨーロッパ芸術
舞踊視察団」への参加を機に、
昭和50年から62年まで、毎年、

「ソビエトバレエ研修」に参加
し、帰国後、その習得したバレ
エ技術をもとに「日・ソ バレエ
講習会」を開催するなど、多く
の優秀な舞踊家の育成に尽力
し、バレエ界の発展に寄与しま
した。

また、埼玉県舞踊協会、社団
法人日本バレエ協会埼玉ブロッ
クや関東支部の結成に参画する
とともに、各団体で要職を歴任
し、本市のみならず、埼玉県や
関東地区においてもバレエ文化
の普及発展に大きく寄与してい
ます。

さらに、現在も現役で舞台に
立っており、市民にバレエの楽
しさと美しさを表現し続けてい
ます。

このように、本市におけるバ
レエの第一人者として、バレエ
文化の普及・発展に大きく貢献
した功績は誠に顕著でありま
す。
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